
 

 

 

 

 

卒業生の進路先との  

本学の教育活動等の改善における検討会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年２月１４日（金） 

聖徳大学・聖徳大学短期大学部 



１． 実施概要 

卒業生の進路先である企業 10 社に対して、卒業生の状況を踏まえた意見を伺う事で本学

の教育活動等についての客観的視点を含めた検証を行い、今後の教育活動の改善につなげ

る 

 

２． 検討会実施日 

日時：令和７年 2 月 14 日(金) 16:40～17:50 

場所：聖徳大学 7 号館会議室 

 

３． 検討会参加企業 

本学卒業生が就職している企業 10 社 

アパレル 

建設（設備） 

サービス（レジャー） 

サービス（その他） 

サービス（ホテル） 

サービス（人材紹介） 

情報通信（ソフトウェア、情報処理・情報サービス） 

商社 

不動産（建物・土地） 

流通（ドラッグストア） 

 

４．意見交換 

○最近の新卒入社の人材の特徴・傾向・課題について 

【商社】 

営業向きの元気で明るい学生を主に採用している。25 卒 7 名入社のうち、聖徳大学出身者

1 名は非常に明るく、質問する姿を多く見られた。面接中に質問が多いと企業理解への情熱

と積極性を感じられるため、学生には質問を考えて発言するよう指導してほしい。 

【流通】 

コロナ禍のオンライン授業を経験した影響か、非常に真面目な学生が多く、提出物の期限

を厳守できている。真面目で活発な人が採用される傾向で、人との繋がりを強く求めてい

るように思える。対人基礎力は、実際に人と交流して人脈を形成しないと身につかない。

聖徳大学の課題は他大学の課題とも共通していると感じた。 

 【サービス（人材紹介）】 

真面目な学生が増加している。採用人数が多く、幅広い性格の内定者がいるが、与えられた

課題に対して自ら調べて真面目に取り組む人が大半を占める。その一方で、貪欲さが少なく、



昇進欲が落ち着いている人も増加傾向にある。 

【情報通信】 

今年の入社社員は内気であまり積極性を感じられない。また、会話を重ねていくと本人の

能力でできることが判明していくため、面接や採用時にもう少しアピールしてほしい。教

育係として新卒社員を指導しているが、言ったことを素直に吸収するために下手なことは

言えない。反対に、自分で考えてやることが難しいように感じている。 

【不動産（建物・土地）】 

内定者および新卒者の SPI の結果が「調和重視」と「創造重視」に振り切っている傾向に

ある。その中でも、今の内定者は「創造重視」が多いが、創造性が強い学生を積極的に採

用しているわけではなく、創造性が強い学生が内定を承諾し入社している。また、250 名

いる内定者で、スポンジのように素直で真面目な学生と対象的に自分で判断して物事を進

める学生がおり、両極端な印象を受ける。 

【サービス（その他）】 

毎年 120 名前後を採用しているが、代表社員を選ぶ際に選べる人数が減っている。また、

最近の新卒は自分を出していない。企業としてはもっと出していいと考えるが、様子を見

ているようだ。自己開示をしない社員へのサポートとして、入社 3~4 年目で教育研修を受

けた社員を教育担当につけている。さらに、「自分ルール」を持つ新卒が多いように感じ

る。一例として、研修中に投影されたスケジュールを断りなくスマートフォンで撮影する

新卒社員がいた。お客様のオフィスや施設に赴く以上、守秘義務が生じるため、無断撮影

のような不適切な行動があった際には指導が必要となる。 

【サービス（レジャー）】 

就職活動の早期化による影響か、情報収集力が向上している。今は一つの企業で終わりで

はない時代のため、他の仕事や働き方に興味を持ち、自身の未来を考えている人が多い。 

【建設（設備）】 

最近の新卒入社の社員は仕事でやりたいことができるかという点を重視している。また、

業務のやり取りでは電話よりもメールや Teams を経由してコミュニケーションを取る新入

社員が多い。例え座席同士が近くても、若手社員は会話を文章に残す印象がある。 

【サービス（ホテル）】 

新入社員は疑問を持たずに入社しており、ネットの情報を含めて信用しすぎている点が不

安である。そのため、情報の取捨選択方法を教えた方が良い。 

 

○採用選考にあたって、評価のポイントにしていること 

【サービス（ホテル）】 

内定辞退・早期離職に至らないよう選考時点でミスマッチしないようやや厳しめの基準を

設けている。接客業として会話力を重視しており、面接で話せるかどうかを試している。採

用の決め手として、一緒に働きたいと思えること・一緒に働くイメージができること・共感



できることを踏まえると採用者の離職率が減る。 

【サービス（その他）】 

面接時は学生の成功体験や達成したことを尋ねている。 

【情報通信】 

事前準備に取り組んで工夫しているかを確認している。面接練習の有無や練習の仕方につ

いて、独学か大学の教職員との練習かという点まで確認している。オンライン面接では、事

前に練習した学生は映りや目線がしっかりしている。 

【アパレル】 

接客業であるため、お客様軸で内容を話せているか重視している。「自分が好きなものに関

わりたい」という自分軸の考えだと、やりたいことができない場合に退職に繋がってしまう。

入社時点でスキルは無くても構わないので、お客様に寄り添う心構えを確認している。その

ため、自分軸の考えをお客様軸に転換できるか否かがポイントになる。 

 

○本学への要望（育て方、身に付けてほしい能力） 

【不動産（建物・土地）】 

人事に携わる卒業生として聖徳大学出身の内定者との関わるなかで、他学年との交流頻度

の少なさが在学当時から現在まで変化が無いように感じた。後輩にノウハウを伝えること

は自ら動く責任感に繋がるため、キャリア教育や授業で他学年と交流できればより良い人

材に育つのではないか。 

【流通（ドラッグストア）】 

エントリーシートの読み上げに注力する学生がいる。暗記ではなく、聞かれたことの本質を

考えること、生成 AI を活用する学生には質問の意図を考えるよう指導してほしい。 

 

以上 


